
令和２年度事後評価 市⺠⽣活部

所属名 事務事業名 ページ番号
⽣活安全課 防犯カメラ維持管理事業 2
⽣活安全課 ⽣活安全推進事業 3
⽣活安全課 犯罪被害者等支援事業 4
⽣活安全課 交通安全対策事業（⽣活安全課） 5
⽣活安全課 暴⾛族追放推進事業 6
⽣活安全課 交通安全指導員活動事業 7
⽣活安全課 交通公園運営事業 8
⽣活安全課 防犯灯設置助成事業 9
⽣活安全課 消費者意識啓発事業 10
⽣活安全課 消費者団体支援事業 11
⽣活安全課 消費者保護推進事業 12
⽣活安全課 計量事務事業 13
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事務事業進捗報告シート
16 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り

令和３年度
事務事業名 防犯カメラ維持管理事業 事業期間 平成

基本事業 防犯対策の充実

事業概要・目的
市⺠の安全で安⼼できる快適な⽣活環境を実現するため、少年非⾏や犯罪発⽣の重点パトロールエリアである佐
賀駅・バスセンター周辺及びエスプラッツ周辺において、防犯カメラを設置し犯罪や非⾏の抑⽌を図る。また、事件
事故が発⽣した際には、捜査機関の求めに応じ、早期解決に協⼒する。

事業の対象者 佐賀駅・バスセンター周辺地区利⽤者、エスプラッツ周辺地区利⽤者

年度
担当部署・係名 ⽣活安全課　交通安全・防犯係 担当課⻑名 北御門　智⼦

総合計画に
おける位置づけ

政策 災害に強く、安⼼で利便性が⾼い暮らしが実感できるまち    
施策 地域で守る⽣活者の安全確保

・防犯カメラの維持管理（設置台数︓佐賀駅・バスセンター周辺20台、エスプラッツ外周壁12台）
・警察等捜査機関からの依頼に対する情報提供（照会対応件数︓29件）令和2年度

主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

うち佐賀市の
負担額 1,203

　　事業総額 1,203

成果指標① 単位

刑法犯認知件数（佐賀駅・バスセンター周辺及びエスプラッツ周辺） 件

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

64
62 59 56 53

成果指標② 単位

⾃転⾞盗難件数（佐賀駅・バスセンター周辺及びエスプラッツ周辺） 件

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

令和2年度は基準値となるため、令和3年度の実施結果から記載

成果目標達成に向けた対応策等

防犯カメラは⼀般に犯罪の未然防⽌効果が認められており、犯罪が発⽣した場合の捜査、⽴証にも有効である。犯罪や非⾏の抑⽌
⼒を⾼め、安全・安⼼なまちづくりをすすめるため、防犯カメラの適切な維持管理を継続して⾏い、また、状況の変化に応じて設置場
所、台数等の⾒直しを⾏い、効果的かつ効率的な運⽤・管理に努める。
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事務事業進捗報告シート
10 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り

令和３年度
事務事業名 ⽣活安全推進事業 事業期間 平成

基本事業 防犯対策の充実

事業概要・目的
　市⺠が安全で安⼼して暮らせるまちづくりを実現するために、警察や防犯協会など関係機関・団体と連携を図り
ながら、市⺠の⽣活安全についての意識を⾼揚させるための啓発活動を⾏うとともに、市⺠の⾃主的な⽣活安全
活動 をの推進 の及び⽣活安全のための環境整備を⾏う。

事業の対象者 市⺠

年度
担当部署・係名 ⽣活安全課　交通安全・防犯係 担当課⻑名 北御門　智⼦

総合計画に
おける位置づけ

政策 災害に強く、安⼼で利便性が⾼い暮らしが実感できるまち    
施策 地域で守る⽣活者の安全確保

・防犯講座、暴⼒団排除教育（中学校での防犯教室）の実施
・街頭キャンペーン、市報、ホームページ等での広報啓発活動
・⽣活安全推進協議会の開催
・佐賀地区防犯協会の支援
・⻘⾊防犯パトロール活動

令和2年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

うち佐賀市の
負担額 6,376

　　事業総額 6,376

成果指標① 単位

市内の刑法犯認知件数 件

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

1,062
926 807 704 614

成果指標② 単位

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

令和2年度は基準値となるため、令和3年度の実施結果から記載

成果目標達成に向けた対応策等

コロナ禍という特殊な状況下において、インターネットやSNS等のデジタルメディアを活⽤した啓発など、その時々の社会状況に応じた
効果的な⽅法の選択や⼯夫を⾏い、市⺠の防犯意識の⾼揚を図るとともに、関係機関・団体が連携して犯罪の防⽌のための⾃主
活動や環境整備に取り組み、犯罪の起きにくい安全で安⼼なまちづくりをより⼀層推進していく。
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事務事業進捗報告シート
29 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り

令和３年度
事務事業名 犯罪被害者等支援事業 事業期間 平成

基本事業 防犯対策の充実

事業概要・目的
犯罪被害者等の必要とする施策を総合的に推進することにより、被害を回復、軽減し、再び平穏な⽣活を営むこ
とができるよう、庁内関係部署や関係機関と連携を図りながら、犯罪被害者等に対して状況に応じた適切な支援
を実施する。

事業の対象者 犯罪被害者、犯罪被害者の家族及び遺族

年度
担当部署・係名 ⽣活安全課　交通安全・防犯係 担当課⻑名 北御門　智⼦

総合計画に
おける位置づけ

政策 災害に強く、安⼼で利便性が⾼い暮らしが実感できるまち    
施策 地域で守る⽣活者の安全確保

・総合相談窓口を⽣活安全課に設置し、相談内容に応じて庁内関係部署及び県、県警、被害者支援ネットワー
ク佐賀ＶＯＩＳＳ等の関係機関と連携を図りながら相談対応を実施。（３件）
・犯罪被害者への傷害⾒舞⾦の支給（1件）及び死亡被害者遺族への⾒舞⾦の支給（実績なし）
・県、県警本部及び佐賀VOISSとの共催による犯罪被害者支援フォーラムの開催（1回　メートプラザ）
・犯罪被害者等支援リーフレットの作成・配布

令和2年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

うち佐賀市の
負担額 152

　　事業総額 152

成果指標① 単位

⾒舞⾦支給率 ％

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

100
100 100 100 100

成果指標② 単位

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

令和2年度は基準値となるため、令和3年度の実施結果から記載

成果目標達成に向けた対応策等

⾒舞⾦は犯罪被害者本⼈やその家族等が、再び平穏な⽣活を営むための経済的負担軽減の⼀助となることから、⾒舞⾦支給率
（県警から市の⾒舞⾦支給対象となる⽅の連絡を受けた件数に対する⾒舞⾦の支給に⾄った件数の割合）を１００％に維持で
きるよう、⾒舞⾦支給制度をはじめ佐賀市の犯罪被害者支援制度について、引き続き関係機関及び市⺠への周知を⾏っていく。
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事務事業進捗報告シート
40 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り

令和３年度
事務事業名 交通安全対策事業（⽣活安全課） 事業期間 昭和

基本事業 交通安全の推進

事業概要・目的 警察や交通安全指導員等と連携しながら、交通安全の周知や啓発事業を実施し、交通マナー向上を推進するこ
とで事故防⽌に努める。

事業の対象者 市⺠

年度
担当部署・係名 ⽣活安全課　交通安全・防犯係 担当課⻑名 北御門　智⼦

総合計画に
おける位置づけ

政策 災害に強く、安⼼で利便性が⾼い暮らしが実感できるまち    
施策 地域で守る⽣活者の安全確保

・幼稚園・保育園、小中学校及び⾼齢者向けの交通安全教室の実施（計139回、参加⼈数12,814⼈）
・佐賀市交通対策協議会への補助
・スケアードストレイト⽅式の交通安全教室の実施（1回、川副中学校）
・⾼齢者交通安全グラウンドゴルフ大会の開催（1回、240名参加）
・スクールゾーン路⾯標⽰修繕（8箇所）

令和2年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

うち佐賀市の
負担額 11,226

　　事業総額 11,226

成果指標① 単位

市内の⼈身交通事故件数 件

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

1,344
1,372 1,225 1,094 977

成果指標② 単位

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

令和2年度は基準値となるため、令和3年度の実施結果から記載

成果目標達成に向けた対応策等

引き続き警察をはじめとする関係機関・団体と協⼒し、街頭キャンペーン・交通安全教室等の啓発活動を実施することで、広く市⺠
に交通安全意識の⾼揚を呼びかけ、交通ルールの遵守と正しい交通マナーの実践を習慣付けることにより、交通事故防⽌の徹底を
図る。
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事務事業進捗報告シート
13 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り

令和３年度
事務事業名 暴⾛族追放推進事業 事業期間 平成

基本事業 交通安全の推進

事業概要・目的 暴⾛族等を追放し、暴⾛⾏為のない安全で平穏なまちづくりを推進するため、警察署等と連携し、暴⾛族等の現
状把握や各種対策を⾏う。

事業の対象者 市⺠、暴⾛族等

年度
担当部署・係名 ⽣活安全課　交通安全・防犯係 担当課⻑名 北御門　智⼦

総合計画に
おける位置づけ

政策 災害に強く、安⼼で利便性が⾼い暮らしが実感できるまち    
施策 地域で守る⽣活者の安全確保

・有識者等により構成される佐賀市暴⾛族追放審議会を開催、各種対策の協議
・ゆめタウン佐賀において暴⾛族追放街頭キャンペーンとして啓発チラシを配布（8⽉、対象者400名）
・佐賀駅において安全安⼼なまちづくり街頭キャンペーンとして啓発チラシを配布（12⽉、対象者800⼈）

令和2年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

うち佐賀市の
負担額 854

　　事業総額 854

成果指標① 単位

市内の暴⾛族構成⼈数及び暴⾛ぐ犯者数 ⼈

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

16
12 8 4 0

成果指標② 単位

市内の暴⾛族及び暴⾛ぐ犯者検挙者数 ⼈

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

令和2年度は基準値となるため、令和3年度の実施結果から記載

成果目標達成に向けた対応策等

市内の暴⾛族等の構成⼈数、検挙者数、通報件数等は近年減少傾向にある。今後も、社会情勢や暴⾛族の現状等を捕捉しな
がら、審議会を通して適切な施策を講じ、暴⾛族等の追放 暴⾛族への加⼊の防⽌、暴⾛族からの離脱の促進、暴⾛⾏為の防⽌
等を図る。
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事務事業進捗報告シート
48 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り

令和３年度
事務事業名 交通安全指導員活動事業 事業期間 昭和

基本事業 交通安全の推進

事業概要・目的

・各地区（校区）で、主として通学する児童・⽣徒等、交通弱者の交通の安全を確保するために早朝の街頭指
導を⾏い、交通事故の未然防⽌を図る
・小・中学校での交通安全教室、交通対策協議会外各団体の交通安全啓発事業への協⼒及び啓発活動を実
施し、交通安全意識の⾼揚を図る

事業の対象者 児童・⽣徒等、交通弱者

年度
担当部署・係名 ⽣活安全課　交通安全・防犯係 担当課⻑名 北御門　智⼦

総合計画に
おける位置づけ

政策 災害に強く、安⼼で利便性が⾼い暮らしが実感できるまち    
施策 地域で守る⽣活者の安全確保

・令和2年度末時点指導員数︓113⼈
・１⼈当り平均活動⽇数︓105.12⽇令和2年度

主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

うち佐賀市の
負担額 14,524

　　事業総額 14,524

成果指標① 単位

児童・⽣徒(小・中・⾼校⽣徒)の事故件数 件

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

150
167 149 133 119

成果指標② 単位

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

令和2年度は基準値となるため、令和3年度の実施結果から記載

成果目標達成に向けた対応策等

引き続き早朝の通学・通勤時間帯に街頭指導を⾏い、交通事故の未然防⽌を図るほか、各団体の交通安全啓発事業への協⼒
及び啓発活動を実施し、交通安全意識の⾼揚を図る。
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事務事業進捗報告シート
45 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り

令和３年度
事務事業名 交通公園運営事業 事業期間 昭和

基本事業 交通安全の推進

事業概要・目的

実体験を通して交通知識の普及及び交通道徳の育成を図り、交通事故防⽌につなげることを目的として、交通公
園の運営及び維持管理を⾏う。
≪延利⽤者の推移≫
H30年度︓20,065⼈、R元年度︓20,496⼈、R2年度︓17,241⼈

事業の対象者 市⺠（主に未就学児・小中学校児童⽣徒）

年度
担当部署・係名 ⽣活安全課　交通安全・防犯係 担当課⻑名 北御門　智⼦

総合計画に
おける位置づけ

政策 災害に強く、安⼼で利便性が⾼い暮らしが実感できるまち    
施策 地域で守る⽣活者の安全確保

・植栽剪定等の施設維持管理
・⾃転⾞の無償貸出
・交通サインの改修、区画線復旧⼯事
・⽼朽化した交通公園信号機・遊具等撤去⼯事

令和2年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

うち佐賀市の
負担額 5,989

　　事業総額 5,989

成果指標① 単位
市内の未就学児及び小・中学校児童⽣徒の⼈身事故による死傷者数 ⼈

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

111
179 160 143 128

成果指標② 単位

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

令和2年度は基準値となるため、令和3年度の実施結果から記載

成果目標達成に向けた対応策等

　令和2年中は、新型コロナウイルス感染症に起因する外出⾃粛等の直接的な影響により、未就学児・小中学⽣の交通事故数は
激減（R1︓224件⇒R2︓111件）したが、令和３年以降は外出の機会も増え、事故数が増加することが想定される。引き続き
公園の適正管理及び利⽤者増に向けた広報に努め、こどもの交通ルール・マナー習得に寄与したい。

0
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R2 R3 R4 R5 R6

目標 実績

0
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目標 実績
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事務事業進捗報告シート
48 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り

令和３年度
事務事業名 防犯灯設置助成事業 事業期間 昭和

基本事業 防犯対策の充実

事業概要・目的
⾃治会等による地区内の犯罪の抑制、防⽌及び夜間の交通事故防⽌のための夜間照明（ＬＥＤ防犯灯）の
設置及び既設夜間照明（ＬＥＤ防犯灯）の修繕（灯具の交換等）にかかる経費負担を軽減するため、その
経費の⼀部を助成することにより、地域の安全の増進を図り、安⼼して暮らせる環境づくりを推進する。

事業の対象者 ⾃治会等（地域の安全安⼼のための団体等）及び市⺠

年度
担当部署・係名 ⽣活安全課　交通安全・防犯係 担当課⻑名 北御門　智⼦

総合計画に
おける位置づけ

政策 災害に強く、安⼼で利便性が⾼い暮らしが実感できるまち    
施策 地域で守る⽣活者の安全確保

≪助成実績≫
・電柱利⽤新設︓106灯
・灯柱新設　　　︓10基
・灯柱補修　　　︓2基
・灯具補修　　　︓39灯

令和2年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

うち佐賀市の
負担額 929

　　事業総額 929

成果指標① 単位

夜間の交通事故発⽣件数 件

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

317
276 241 210 183

成果指標② 単位

市内の刑法犯認知件数 件

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

令和2年度は基準値となるため、令和3年度の実施結果から記載

成果目標達成に向けた対応策等

犯罪や事故のない明るい社会の実現を目指し、市⺠の防犯及び交通安全意識の⾼揚を図るとともに、防犯灯の設置を促進するた
め今後も継続的に⾃治会等への助成を実施していく。

1062
926 807 704 614
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事務事業進捗報告シート
52 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り

令和３年度
事務事業名 消費者意識啓発事業 事業期間 昭和

基本事業 消費者の安全確保

事業概要・目的
　安全で豊かな消費⽣活を送るための知識、消費⽣活に関する相談窓口、消費者トラブル等の⽣活情報等につ
いて、市報、ホームページ、マスメディア等の広報媒体やイベント、出前講座、消費者団体、関係機関等を通じて
幅広く啓発する。

事業の対象者 市⺠(消費者)

年度
担当部署・係名 ⽣活安全課　消費⽣活センター 担当課⻑名 北御門　智⼦

総合計画に
おける位置づけ

政策 災害に強く、安⼼で利便性が⾼い暮らしが実感できるまち    
施策 地域で守る⽣活者の安全確保

・佐賀市消費⽣活フェア　展⽰︓令和３年3⽉11⽇〜14⽇（247名）
・ラジオ︓令和3年3⽉6⽇放送
・出前講座18回（参加⼈数384⼈）
・佐賀大学公開講座（上期4回（延べ107名）下期4回（延べ104名））

令和2年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

うち佐賀市の
負担額 1,503

　　事業総額 4,879

成果指標① 単位

消費⽣活相談件数 件

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

1,420
1,400 1,400 1,400 1,400

成果指標② 単位

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

令和2年度は基準値となるため、令和3年度の実施結果から記載

成果目標達成に向けた対応策等

　新しい⼿口の悪質商法や詐欺的商品による被害が全国的に広がりを⾒せるなか、今後とも⼦どもから⾼齢者まで幅広い世代への
啓発を続け、被害の未然防⽌や早期解決につなげる必要がある。そのためにも、消費者団体や関係団体と連携を深め、出前講座
や広報媒体を活⽤し幅広く啓発する。
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事務事業進捗報告シート
51 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り

令和３年度
事務事業名 消費者団体支援事業 事業期間 昭和

基本事業 消費者の安全確保

事業概要・目的
市に登録する佐賀市消費者団体に補助⾦を交付し、消費者トラブル防⽌啓発講座の開催やリサイクル、リフォー
ム、食育、地産地消推進など消費者団体が地域において消費⽣活情報の発信と受信の核となれるよう育成す
る。

事業の対象者 消費者団体構成員、消費者団体の活動に参加する市⺠

年度
担当部署・係名 ⽣活安全課　消費⽣活センター 担当課⻑名 北御門　智⼦

総合計画に
おける位置づけ

政策 災害に強く、安⼼で利便性が⾼い暮らしが実感できるまち    
施策 地域で守る⽣活者の安全確保

市に登録した消費者団体に対し、補助⾦を交付し、各団体の⾃主的な活動を支援
・年４回の消費者団体連絡会において、消費⽣活情報の情報提供、啓発講座等の案内、団体相互の意⾒交
換等
・消費⽣活フェアで各消費者団体の小物、活動報告等の展⽰

令和2年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

うち佐賀市の
負担額 210

　　事業総額 210

成果指標① 単位

消費者団体の啓発活動実施回数 回

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

110
105 105 105 105

成果指標② 単位

消費者団体活動参加延べ⼈数 ⼈

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

令和2年度は基準値となるため、令和3年度の実施結果から記載

成果目標達成に向けた対応策等

消費者の利益の擁護及び増進を図るため、各消費者団体との連携を密にし、消費者団体を通し消費者の求める情報を把握するこ
とで、消費者団体に対し適切な情報提供や啓発の機会を設ける。

151
150 150 150 150

100
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R2 R3 R4 R5 R6

目標 実績
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目標 実績
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事務事業進捗報告シート
52 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り

令和３年度
事務事業名 消費者保護推進事業 事業期間 昭和

基本事業 消費者の安全確保

事業概要・目的 商品やサービスなど消費⽣活全般に関する苦情やトラブルなどを抱えた相談者が、相談員及び弁護⼠から適切な
助言等をもとに問題解決を図る。

事業の対象者 市⺠

年度
担当部署・係名 ⽣活安全課　消費⽣活センター 担当課⻑名 北御門　智⼦

総合計画に
おける位置づけ

政策 災害に強く、安⼼で利便性が⾼い暮らしが実感できるまち    
施策 地域で守る⽣活者の安全確保

佐賀市消費⽣活センターに専門相談員4名を配置し、消費者相談を実施（平⽇9時から16時まで）
弁護⼠による相談窓口︓⽉5回実施（毎週⽔曜⽇の14時から16時、第3⽊曜⽇の18時から20時）令和2年度

主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

うち佐賀市の
負担額 14,443

　　事業総額 14,443

成果指標① 単位

専門相談員による相談対応率 ％

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

98
98 98 98 98

成果指標② 単位

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

令和2年度は基準値となるため、令和3年度の実施結果から記載

成果目標達成に向けた対応策等

事業者と消費者との間には情報の質や量において格差があり、悪質事業者の巧妙な⼿口により、新たなトラブルや被害が発⽣してい
る。相談内容も深刻化しているため、現在の適切な相談体制の維持、経験豊かな相談員の確保が必要である。また、消費者関係
法の度重なる改正、センターの重要な業務でもある多重債務の問題等を含めて、弁護⼠等との連携を密にする必要がある。
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事務事業実績報告シート

26 ~

１　事務事業の基本情報

２　事業の活動実績

３　活動実績の推移に関する分析及び今後の⾒込み

令和３年度

事務事業名 計量事務事業 事業期間 平成 年度
担当部署・係名 ⽣活安全課　消費⽣活センター 担当課⻑名 北御門　智⼦

基本事業 消費者の安全確保

事業概要・目的

　平成２６年度より本市が計量法上の特定市に登録され、⽴⼊検査をはじめとする計量法上の権限が委譲され
た。それに伴い、特定計量器定期検査、計量法に係る各種⽴⼊検査、計量啓発事業等の実施により、適正な
計量の実施を確保し、もって消費者の利益保護及び⽣活者の安全推進を図る。
　なお、市の指定定期検査機関である佐賀県計量協会に計量事務支援業務を委託することで、計量事務の技
術⽔準を維持している。

事業の対象者 消費者、計量関係事業者

総合計画に
おける位置づけ

政策 災害に強く、安⼼で利便性が⾼い暮らしが実感できるまち    
施策 地域で守る⽣活者の安全確保

根拠法令等 計量法その他関連する政省令

決算額の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

　　事業費総額 911
うち佐賀市の
負担額 911

活動実績① 単位

特定計量器定期検査による受検計量器個数 個

R2実績 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績

2,169

特定計量器を使⽤する事業所（商店、農業者等）は減少傾向にあり、特定計量器の検査個数は横ばいもしくは減少傾向にあ
る。商品量目については消費⽣活への影響が大きいので、現状の検査体制、検査個数を維持する必要がある。

商品量目⽴⼊検査による商品検査個数 個

R2実績 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績

662

活動実績② 単位
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